
 

 

 

工事成績評定通知要領 

（目的） 

第１ 本要領は、土木部及び交通政策局所掌工事の工事成績評定点の通知に関する事項を

定めることにより、工事の適正かつ能率的な施工を確保し工事に関する技術水準の向上

に資するとともに、工事の品質の確保を図ることを目的とする。 

 

（対象工事） 

第２ 評定点の通知の対象とする工事は、土木部請負工事成績評定実施要領第２に規定さ  

れた評定の対象工事全てとする。 

 

（評定点の通知） 

第３ 知事等は、評定者から評定表等の提出がなされた後、当該工事の受注者に評定点を速

やかに別記様式第１により通知するものとする。 

 

（説明請求） 

第４ 第３の通知を受けたものは、通知を受けた日から１４日以内に書面により、知事等に

評定点等について説明を求めることができるものとする。 

 

（説明請求に対する回答） 

第５  知事等は、評定点等の通知を受けた受注者から評定点等についての説明を求められた

場合、速やかに別記様式第２により回答するものとする。 

２  知事等は、前項の回答をする場合、工事成績評定評価委員会に意見を求めることができ

る。 

３  前項の工事成績評定評価委員会は、別紙１及び別紙２に定める規則に基づき設置する  

ものとする。 

４  知事等は説明の申立者に回答を行ったときは、申立者の提出した書面及び回答を行った

書面を、閲覧による方法により速やかに公表するものとする。 

 

（再説明請求） 

第６  第５の通知を受けた者は、通知を受けた日から起算して１４日（「休日」を含む）以  内

に書面により、知事等に対して、再説明を求めることができるものとする。 

 

（再説明請求に対する回答） 

第７  知事等は、第５の説明に係る回答を受けた請負者から再説明を求められた場合、別記



 

様式第３により回答するものとする。 

２  知事等は前項の回答をする場合、工事成績評定評価委員会の審議を経てから回答するも

のとする。 

３  知事等は、再説明の申立者に回答を行ったときは、再説明の申立者の提出した書面及び

回答を行った書面を、閲覧による方法により速やかに公表するものとする。 

 

附則 

この要領は、平成１４年４月１日から適用する。 

附則 

この要領は、平成１６年４月１日から適用する。 

附則 

 この要領は、平成２２年４月１日から適用する。 

附則 

 この要領は、平成２７年４月１日から適用する。 

附則 

この要領は、令和４年４月１日から適用する。 

 

 



 

別記様式第１ 

             

            第      号 

令和 年 月 日 

契約の相手方 

所在地 

商号又は名称 

代表者氏名   様 

新 潟 県 知 事 

新潟県○○地域振興局長 

新潟県流域下水道事務所長 

（公印省略） 

                                                 

工事成績評定通知書 

 

 貴社が受注した工事について、土木部工事成績評定実施要領に基づき評定した結果を通知

します。なお、評定の結果に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を付して、この

書面の通知を受けた日から起算して１４日（「休日」を含む）以内に書面により、説明を求め

ることができます。 

 疑問の旨に対する説明は、書面により郵送いたします。 

 なお、説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わせ先は下記のと

おりです。 

 

記 

 

１ 工事名                        工事 

 

２ 工期       令和 年 月 日～令和 年 月 日 

 

３ 完成検査年月日 

 

４ 成績評定 

①評定点○○点  項目別評定点は、別表１のとおり 

（①修正評定点○○点【評定点が修正された場合のみ】） 

 



 

５ 送付先（本庁契約）  〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１ 

             新潟県土木部技術管理課   工事検査室 宛 

     （委任工事）  〒 

             新潟県     地域振興局（主務担当課）宛 

                  〒950-0003 新潟市東区下山３－６８０ 

             新潟県流域下水道事務所  （主務担当課）宛 

 

６ 手続き等の問い合わせ先 

     （本庁契約）  〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１ 

             新潟県土木部技術管理課   工事検査室 宛 

             ℡025-285-5511  内線３４２２、３４２３ 

     （委任工事）  〒 

             新潟県     地域振興局（主務担当課）宛 

             ℡       内線 

             〒 

             新潟県流域下水道事務所  （主務担当課）宛 

                         ℡       内線 

 

 

 



 

別表１ 

項目別評定点 

評価項目 細別 評定点／満点 

１．施工体制 

Ⅰ．施工体制一般      ／3.3 点 

Ⅱ．配置技術者      ／4.1 点 

２．施工状況 

Ⅰ．施工管理      ／13.0 点 

Ⅱ．工程管理      ／8.1 点 

Ⅲ．安全対策      ／8.8 点 

Ⅳ．対外関係      ／3.7 点 

３．出来形及び出来ばえ 

Ⅰ．出来形      ／14.9 点 

Ⅱ．品質      ／17.4 点 

Ⅲ．出来ばえ      ／8.5 点 

４．工事特性（加点のみ）  施工条件等への対応      ／7.3 点 

５．創意工夫（加点のみ）  創意工夫      ／5.7 点 

６．社会性等（加点のみ）  地域への貢献等      ／5.2 点 

７．法令遵守及び総合評価

（減点のみ） 
         点 

   評定点合計       ／100 点 

 

             契約番号 00-00-00-00 

 

 



 

別記様式第２ 

                         第      号 

令和 年 月 日 

契約の相手方 

所在地 

商号又は名称 

代表者氏名   様 

新 潟 県 知 事 

新潟県○○振興局長 

新潟県流域下水道事務所長 

（公印省略） 

工事成績評定に係る説明書（回答） 

 

 令和 年 月 日付けで貴社から説明を求められました評定内容について、下記のとおり

回答します。 

 本説明書に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を記載して、この書面の回答を

受けた日から起算して１４日（「休日」を含む）以内に書面により、再説明を求めることがで

きます。なお、再説明は土木部内に設けられた工事成績評定評価委員会の審査を経た上で行

います。 

 疑問の旨に対する再説明は、書面により郵送いたします。また、再説明を求める場合の書

面の送付先及び手続き等についての問い合わせ先は下記のとおりです。 

 

 

記 

 

１ 工事名                 工 事 

２ 疑問に対する回答 

 

３ 送付先 

        （本庁契約）  〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１ 

             新潟県土木部技術管理課   工事検査室 宛 

    （委任工事）  〒 

             新潟県   地域振興局  （主務担当課）宛 

                        〒 

             新潟県流域下水道事務所長 （主務担当課）宛 



 

４ 手続き等の問い合わせ先 

     （本庁契約）  〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１ 

             新潟県土木部技術管理課   工事検査室 宛 

             ℡025-285-5511  内線３４２２、３４２３ 

     （委任工事）  〒 

             新潟県    地域振興局 （主務担当課）宛 

             ℡       内線 

             〒 

             新潟県流域下水道事務所長 （主務担当課）宛 

                         ℡       内線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        



 

別記様式第 3 

                         第        号 

令和 年 月 日 

契約の相手方 

所在地 

商号又は名称 

代表者氏名   様 

新 潟 県 知 事  

新潟県○○地域振興局長 

新潟県流域下水道事務所長 

（公印省略） 

 

工事成績評定に係る再説明書（回答） 

 

 令和 年 月 日付けで貴社から再説明を求められました評定内容について、下記のとお

り回答します。 

 

 

記 

１ 工事名                        工 事 

２ 疑問に対する回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙１ 

土木部請負工事成績評定評価委員会規則 

 

（趣旨） 

第１  本規則は、土木部に設置する工事成績評定評価委員会（以下「委員会」という）の設

置等に関して必要な事項を定めるものである。 

 

（委員会の事務） 

第２  委員会は、次の事項について審議するものとする。 

（１） 知事等が契約した工事のうち本庁検査員（監）が検査した工事で工事成績評定通知実

施要領に基づき通知された評定点について、受注者が説明を求めた場合の回答 

（２） 工事成績評定の通知に係る事項 

（３） その他工事成績評定の運用に係る事項 

 

（委員会の委員及び組織） 

第３  委員会は、次の者で構成する。 

（１） 技術管理課長 

（２） 工事検査室長 

（３） 建設業室長 

（４） 土木工事検査員（監）又は建築工事検査員（監） 

（５） 当該工事主管課長 

（６） 当該工事担当部（所）長（必要に応じて） 

２  委員長は、技術管理課長とする。 

３  委員長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

 

（委員会の招集） 

第４  委員会は、委員長が必要と認めた場合、委員長が招集する。 

 

（委員会の庶務） 

第５  委員会の庶務は、技術管理課工事検査員（監）が行う。 

 

 

 

 



 

別紙２－１ 

地域振興局請負工事成績評定評価委員会規則 

 

（趣旨） 

第１  本規則は、地域振興局に設置する工事成績評定評価委員会（以下「委員会」という）

の設置等に関して必要な事項を定めるものである。 

 

（委員会の事務） 

第２  委員会は、次の事項について審議するものとする。 

（１） 局長が契約した工事で工事成績評定通知実施要領に基づき通知された評定点につい

て、受注者が説明を求めた場合の回答 

（２） 工事成績評定の通知に関する事項 

（３） その他工事成績評定の運用に係る事項 

 

（委員会の委員及び組織） 

第３  地域整備部における委員会は、次の者で構成する。 

（１） 地域整備部技術副部長 

（２） 地域整備部事務副部長 

（３） 駐在する土木工事検査員（監） 

（４） 検査職員 

（５） 当該工事担当課長 

（６） 各課長（必要に応じて） 

（７） 当該工事担当総括監督員・課長代理等（必要に応じて） 

（８） 当該工事担当主任監督員（必要に応じて） 

２  地域整備部以外の機関における委員会は、次の者で構成する。 

（１） 技術次長（技術次長がいる機関の場合） 

（２） 事務次長 

（３） 駐在する土木工事検査員（監）（駐在している機関のみ） 

（４） 検査職員 

（５） 当該工事担当課長 

（６） 各課長（必要に応じて） 

（７） 当該工事担当総括監督員・課長代理等（必要に応じて） 

（８） 当該工事担当主任監督員（必要に応じて） 

３  委員長は、地域整備部は技術副部長とし、地域整備務以外の機関は技術次長又は事務次

長とする。 

４  委員長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 



 

 

（委員会の招集） 

第４  委員会は、委員長が必要と認めた場合、委員長が招集する。 

（委員会の庶務） 

第５  委員会の庶務は、次のとおりとする。 

（１） 土木工事検査員（監）が駐在している機関は、土木工事検査員（監）が行う。 

（２） 土木工事検査員（監）が駐在していない機関は、当該工事担当課長が行う。 

 



 

別紙２－２ 

流域下水道事務所負工事成績評定評価委員会規則 

 

 

（趣旨） 

第１  本規則は、流域下水道事務所に設置する工事成績評定評価委員会（以下「委員会」と

いう）の設置等に関して必要な事項を定めるものである。 

 

（委員会の事務） 

第２  委員会は、次の事項について審議するものとする。 

（１） 所長が契約した工事で工事成績評定通知実施要領に基づき通知された評定点につい

て、請負者が説明を求めた場合の回答 

（２） 工事成績評定の通知に関する事項 

（３） その他工事成績評定の運用に係る事項 

 

（委員会の委員及び組織） 

第３  委員会は、次の者で構成する。 

（１） 次長 

（２） 検査職員 

（３） 各課長 

（４） 当該工事担当総括監督員・課長代理等（必要に応じて） 

（５） 当該工事担当主任監督員（必要に応じて） 

２  委員長は、次長とする。 

３  委員長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

 

（委員会の招集） 

第４  委員会は、委員長が必要と認めた場合、委員長が招集する。 

（委員会の庶務） 

第５  委員会の庶務は、当該工事担当課長が行う。 

 


